
コ
ン
サ
ー
ト
・シ
リ
ー
ズ
Ｒ
３０

日
本
音
楽
集
団
定
期
演
奏
会

四 三 二 一
客
　
演

＝
指
揮

。
荒

谷
俊

治
　

テ

ノ
ー

ル

・
金

谷
良

三

笛

独
奏

＝
望
月
太

八
　

構
成

＝
望
月
太

八
　

　

　

　

・
一
一

都

市

セ

ン
タ
ー

ホ
ー

ル

一
九

七

五
年

十

二
月

二
日

た
水

〉

イ

ン

ド

旋

律

に

よ

る

「
壁

画

」

牧
野
由
多
可
作
曲

ヤ

イ

レ

ス
プ

ー

ー

夢

が

・
見

せ

た

。
わ

が

里

―

―

本
年
度
委
甲

初
演

岡
田
一示
子
作
曲

笛

と

打

楽

器

の

た

め

の

音

楽

初
演

長
沢
勝
俊
作
曲

は

ば

た

き

の

歌

秋
浜
悟
史
作
詩

喜

栞

稔
作
曲

松
原
混
声
合
唱
団

腑
様
キ
後

‐‐七
鶴

合
唱
指
揮

。
関
屋
　
晋

お

お

お

摯
■
‘―

　

１
１
１
１
１
１
１
　
１

　

１

，
■
‘

，
　

１
１
ｌ
Ｅ
ヨ

ー

‐書
‐

市

民
コ

|

ル



〔
笛

）
鯉
沼
広
行

　

（
尺
八

〕
官

田
耕
八
朗

・
坂
田
誠
山

・
福
田
輝
久

　

〔
琵
琶

〕
半

田
綾
子

・
田
原
順
子

　

（
一
一十
絃
等

〕
野
坂
恵
子

　

〔
等

〕
砂
崎

知
子

・
池
上
早
苗

〔
十
七
絃

〕
宮
本
幸
子

　

〔
打
楽
器

〕
尾
崎
太

一
・
堅
田
啓
輝

・
藤
合
成
敏

・
河
合
尚

市〔
指
揮

〕
荒
谷
俊
治

（
作
曲
年

〕
一
九
七
二
年

　

〔
初
演

〕
一
九
七
二
年

一
月

日
本
音
楽
集
団
第
十
八
回
定

期
演
奏
会

　

〔
委
嘱

〕
日
本
音
楽
集
団

　

（
時
間

〕
″
分

　

（
編
成

〕
笛

１

・
尺
八

３

・
琵
琶
２

●
二
十
絃

１

・
等

２

・
十
七
絃

１

・
打
楽
器
４

私

た
ち
の
日
本
音
楽

の
母
体
と
な

っ
た
ア
ジ
ア
諸
国

の
音
楽
。

こ
の
曲

は
、
そ

の
中

で
も
と
り
わ
け
イ

ン
ド
音
楽

に
強

い
興
味
を
持

っ
た
作
者
が
、

イ

ン
ド
音
楽

の
持

つ
絢

爛
さ
を
集
団

の
多
彩

な
邦
楽
器
群

で
表
現
し
よ
う
と

い
う
意
図
で
書

か
れ
て
い
る
。

全
体
は
四
楽
章

か
ら
で
き
て
い
る
。

第

一
楽
章

（
ミ
ス
テ
リ
オ
ー
プ

‐―

エ
ネ

ル
ジ

コ
）
　

冒
頭
、

二
十
絃
挙
と
十
七
絃

で
奏

で
ら
れ
る
、　
エ
キ
ブ

チ

ッ
ク
な
テ
ー

マ
と
そ

の
自
由
な
ヴ

ァ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
は
、

押

し

ユ
リ
で
イ

ン
ド
音
楽
的
な
色
合

い
を
出

し
て
い
る
。
中
間
部

に
太
鼓

の
ト
レ
モ
ロ

が

入

っ
て
頂
点
を
作
り
、
最
後

に
再
び
二
十
絃

の
テ
ー

マ
が
現
わ
れ
る
。

第

二
楽
章

（
ア
ダ
ー
ジ
オ
）
　

い
わ
ゆ
る
旋
律
的
な

メ
ロ
デ

ィ
の
は

っ
き
り
し
な

い
、

ラ
ー
ガ
風
な
旋
律
型
が
展
開
す
る
他

の
楽
章

と
は
対
照
的

に
、
事

の
オ
ス
テ

ィ
ナ
ー
ト

に
乗

っ
て
、
笛
と
尺
八

の
叙
唱
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

第
二
楽
章

（
ス
ケ
ル
ツ

ァ
ン
ド
）
　

極
く
短

い
軽
快
な
章
。

第
四
楽
章

（
ヴ

ィ
ヴ

ァ
ー
チ

ェ

ー

ブ
リ
ラ
ン
テ
）
　

夜
を
徹

し
て
行
わ
れ
る
イ

ン

ド
音
楽
で
い
え
ば
、

こ
の
楽
章
は
夜
も
更
け
香

の
た
ち

こ
め
る
中
で
佳
境

に
入
り
、
最

高
頂

に
達

し
た
頃

に
当
る
だ
ろ
う
か
。
笛
、
尺
八
、
琵
琶
、
打
楽
器
が
代
わ
る
代

わ
る

即
興
的

に
奏

で
、
終
曲
を
飾
る
。

シ
タ
ー
ル
の
華
麗
な
余
韻
を
思
わ
せ
る
等

の
押

し

ュ
リ
、
執
拗
に
連
な
る
音

・
音
型

を
背
景
に
変
容
す

る
増

三
度
を
含
ん
だ
旋
律
型

―
二

ヽ
れ
は
あ

の
イ

ン
ド
音
楽
を
感

じ

さ
せ
る
要
素
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、

イ

ン
ド
音
楽

の
単
な
る
再
生
に
留
ま
る
こ
と

は
な

い
。
　
″
イ

ン
ド
″
と
邦
楽
器
、

と

い
う
両
者
と
も
個
性

の
強

い
民
族
性
を
も

つ
ゆ

え
に

一
見
異
様
な
取
り
合
せ
で
は
あ

る
が
、

こ
の
全
四
楽
章

の
立
体
的
な
構
成

の
中
に

飛
翔
す
る
作
者

の
想
像

の
翼

に
は
た
め
ら
い
が
な

い
。

「
十
七
絃
独
奏

に
よ
る
主
題
と
変
容

―
―

風
」

（
一
九
六
五
）

に
お

い
て
は
、
合
奏

の
中

の
低
音
楽
器
に
甘
ん
じ
て
い
た
十
七
絃

か
ら
独
奏
楽
器
と
し
て

の
魅
力
を
引
き
出

し
、

「
太
樟
協
奏
由
」

（
一
九
六
五
）
、

「
胡
弓
三
章
」

（
一
九
七
四
）
な
ど
で
は
邦

楽
器

の
備
え
て
い
る
特
有
な

″
顔
″
を
塗
り
代

え
、
新

た
な
展
開
を
作
者
は
可
能
な
ら

し
め
て
き
た
。

こ
の

「
壁
画
」

は
作
者

の
十
数
年

に
亘
る
邦
楽

・
邦
楽
器
を
今
日
的

に

生
か
す
と

い
う

一
環

し
た
創
作
活
動

の
ひ
と

つ
の
大
き
な
結
実

と
も

い
え
よ
う
。

（霜
島
素
子
）

（
篠
笛

〕
望
月
太
八
　

（
尺
八

）
宮
田
耕
八
朗

・
坂
田
誠
山

・

一二
橋
保
源

　

（
低
音

三
味
線

〕
杉
浦
弘
和

　

〔
筑
前
琵
琶

〕
山
田
美
喜

子

　

〔
等

〕
坂
井

と
し
子

　

（
一
一十

絃
筆

〕
吉
村
七
重

　

（
十
七
絃

〕
宮
本
幸
子

　

〔
打
楽
器

〕
堅
田
啓
輝

〔
指
揮

〕
荒
谷
俊
治

ヤ
イ

レ
ス
プ
と
は
、

ア
イ

ヌ
民
族

の
持

つ
叙
事
詩

「
ユ
ー
カ
ラ
」

の
中

の

一
つ
で
あ

り
、　
つ
ま
リ
ヤ
イ

レ
ス
プ

と
い
う
主
人
公

の
名
前

で
す
。
そ

の

一
節

に
、
夢
が

・
見

せ

た

。
わ
が
里
、
と

い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
す
。

こ
こ
何
年

か
、

ア
イ

ス
の
文
化

の
魅
力

に
と
り

つ
か
れ
て
、
作
品

の
テ
ー

マ
や
題
名

を
す

べ
て
、

ア
イ

ス
に
寄

っ
て
来

ま
し
た
が
、
異

っ
た
民
族
で
あ
る
ア
イ

ス
に
、

な
ぜ

本
能
と
も

い
え
る
よ
う
な
引
力
を
感
じ
る
の
が
自
分
で
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

「
夢
が

・
見
せ
た

。
わ
が
里
」

は
、

ま
さ
に
そ

の
私

の
気
持

に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
作
品
は
、
直
接
的
に
は
ア
イ

ヌ
に
結
び

つ
い
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

邦
楽
器
が
作
り
出
す
不
思
議
な
世
界
が
働
き
か
け
て
く
る
も

の
、

必
ず
し
も
自
分

の
欲

求

か
ら
お
こ

っ
て
く
る
だ
け
で
は
な

い
何
か
の
声
、

と

い
う
意
味
も
含
め
て

つ
け
た
副

題

で
あ
り
、
作
品

の
中
味

は
む
し
ろ
、

か
な
り

「
和
人
的
」

な
も

の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

今
ま
で
邦
楽
器
は
、

尺
八
と
、
十
七
絃

の
独
奏
曲
を
書

い
た
だ
け

で
、

大
き
な
編
成

の
邦
楽
器
に
は
恐
怖
感

に
近

い
も

の
を
も
ち

つ
づ
け
て
い
た
私

に
、
辛
抱
強
く
書
く

こ

と
を
す
す
め
て
下
さ

っ
た
日
本
音
楽
集
団

の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
を
棒
げ
ま
す
。

（岡
田
京
子
）



（
笛

〕
望
月
太
八
　

〔
打
楽
器

〕
尾
崎
太

一
・
藤
舎
成
敏

し
の
笛
と
能
管
、
そ
れ
は
同
じ
横
笛
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
楽
器
の
性
格
は
ま
っ
た
く

こ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
の
笛
が
三
本

（基
ま
σ
）

か
ら
十
二
本

（基
音
Ｐ
）
ま
で
の
各
種
の
音
域
の
管
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ッ
チ
に
あ
っ
た
合
奏

を
行
な

っ
て
き
た
の
に
対
し
、
能
管
は
た
だ

一
本

で
あ
ら
ゆ
る
調
子

の
音
楽
と
合
奏

し

う
る
と

い
う
不
思
議
な
特
徴
を
も

っ
て
い
ま
す
。

し

の
笛
が
も

っ
ぱ

ら
そ

の
繊
細
な
音
色

に
よ
り
、
抒
情
的
な

メ
ロ
デ

ィ
ー
を
吹

き
、

ま
た
軽
快
な
祭
囃
子

の
世
界
で
活
躍
し
て
き
た
の
に
対

し
、
能
管
は
能
楽
を
は
じ
め
能

楽

か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
た
長
唄
囃
子
や
神
楽
囃
子
等

に
お

い
て
、
そ

の
お
お
ら
か
な
音

色
や
、
す
る
ど

い

一
吹
に
よ
り
独
特

の
世
界
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
両

方

の
笛
と
も
多
く

の
場
合
、

各
種

の
打
楽
器
と

の
合
奏

に
よ
り
、
そ

の
輝
き
を

一
層
き

わ
だ
た
せ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
笛

に
し
ろ
打
楽
器
に
し
ろ
も
と
に
さ
か
の
ぼ

れ
ば
人
類
が
最
も
古
く
か
ら
も

っ
て
き
た
楽
器
で
あ
り
、

か

つ
て
は
祈
り
や
祭

り
の
中

で
常

に
人

々
と
心
を
か
よ
わ
せ

そ

の
生
活

の

一
部
と
し
て
生
き
続
け
て
き
た
も

の
に
ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
。

曲
は
二

つ
の
部
分
よ
り
出
来

て
お
り
、
笛

（
し
の
笛

と
能
管
）
と
各
種

の
打
楽
器

の

自
由
な
組
合
せ
に
よ
り
、
古
代

の
響
き
を
聴

く
と
同
時

に
、

こ
れ
ら
の
楽
器
と
現
代

の

心
を
か
よ
わ
せ
た
い
と
い
う
ね
が

い
を
も

っ
て
作
曲
し
た
も

の
で
す
。

（
長
沢
勝
俊
）

（
笛

〕
望
月
太
八

　

〔
竜
笛

〕
鯉
沼
広
行

　

〔
尺
八
Ｉ

〕
官
田
耕
八
朗

・
福

田
輝
久

〔
尺
八

Ｉ

〕
三
橋
保
源

・
藤
崎
重
康

　

（
尺
八
Ⅲ

〕
坂
田
誠
山

・
田
嶋
直
士

　

（
ひ
ち

り
き

〕
奈
良
義
寛

　

〔
細
樟
三
絃

〕
杉
浦
弘
和

・
太
田
幸
子

　

〔
琵
琶

〕
山
田
羊
全
暑
子

・
半
田
綾
子

・
田
原
順
子

　

〔
挙

Ｉ

・
中
樟
三
絃

〕
野
坂
恵

子

・
飯
吉
圭
子
　

〔
筆
Ⅱ

・
太
神
三
絃

〕
坂
井

と
し
子

・
花
房

は
る
え
　

〔
筆

Ⅲ

〕
砂
崎
知
子

・
吉
村
七
重

・
小

室
圭
子

　

〔
十
七
絃

〕
池
上
早
苗

・
中
西
仁
子

　

（
打
楽
器

〕
尾
崎
太

一
・
堅
田
啓
輝

・
藤
舎
成
敏

・
河
合
尚
市

　

（
テ

ノ
ー
ル

〕
金
谷
良
三

　

（
合
唱

〕
松
原
混
声
合
唱
団

・
湘
南
市
民

コ
ー
ル
　

〔
合
唱
指
揮

〕
関
屋

晋

〔
指
揮

〕
荒
谷
俊
治

（
作
曲
年

〕
一
九
六
八
年

　

〔
初
演

〕
一
九
六
八
年
十

一
月
日
本
音
楽
集
団
第
八
回
定

期
演
奏
会

　

〔
時
間

〕
２
分
　

（
編
成

）
笛
２

（
竜
笛

・
篠
笛
と
能
管
持
ち
替
え
）

・

尺
八

３

●
琵
琶

・
細
悼
三
絃

１

・
筆

３

（
筆

１
は
中
樟
、
寧

Ⅱ
は
太
樟
と
持
ち
替
え
）

十
七
絃

１

・
打
楽
器
２

●
テ
ノ
ー
ル

・
混
声
合
唱

プ

ロ
グ

ラ
ム
の
最
後
は
、

テ
ノ
ー
ル
独
唱
と
混
声
合
唱
が
加
わ
り
、
楽
器
奏
者
も
全

て
参
加
す
る
。
前
半

は
器
楽
だ
け
、
各
楽
器

の
ソ

ロ
が

マ
ス
的

に
持
続
す

る
基
本
ビ
ー

ト
の
上

に
交
錯
す
る
。
後
半

の
歌
詞
は
秋
浜
悟
史

の
戯
曲

「
ア
ン
テ

ィ
ゴ
ネ
ー
ご

っ
こ

ぶ

児

た
ち

の
後

の
祭

り
」

か
ら
の
断
片
、
及
び

こ
の
曲

の
た
め
に
新

た
に
追
加
さ
れ

た
も

の
を
含
む
。

こ
の
詩
は

「
感
覚

オ
ン
リ
ー
を
排
し
、
明
確
な
論
理
と
抒
情
に
支
え

ら
れ
た
プ
リ
ミ
テ

ィ
プ
な
土

の
根

の
魔
力
」

（
作
曲
者
）
を
持

つ
。

作
由
さ
れ
た
年

は
、
世
界
的
に
学
生
の
闘
争
な
ど
緊
張
す

る
事
件
が
続

い
た
。
八
月

に
は

「
チ

ェ
コ
事
件
」
が
起

こ
り
、
作
曲
者
は
怒
り
を
お
さ
え
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ

た
と

い
う
。

こ
の
曲

は
だ
か
ら
、

い
わ
ば
反
戦

の
音
楽
で
あ
る
。
曲

の
流
れ
は
怒

り
の

導
入
か
ら
模
索

へ
、
そ
し
て
未
来

へ
の
開
か
れ
た
空
間

へ
の

「
は
ば

た
き
」
を
願

っ
て

い
る
。
当
時

日
本

の
伝
統
楽
器
に
ょ
る
実
験
的
な
音
楽
と
し
て
、
曲

に
対
す
る
評
価
も

両
極
端

に
わ
か
れ
て
い
た
。
が
、
今
日
で
は
所
謂
現
代
邦
楽
の
分
野
に
お
け
る
作
曲

の

支
持
者
も
拡
大
さ
れ
、
抵
抗
な
く
聴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
古
典
的
手
法

か
ら
は
遠
く
、
洋
楽
、
邦
楽
と

い

っ
た
作
曲
技
法
上

の
区

別
も
な

い
が
、
表
現
能
力
を
深
め
る
た
め
の
融
合
が

み
ら
れ
る
。
即
ち
邦
楽
器

の
も

つ

特
性
を
生
か
し

つ
つ
、
声
楽

の
旋
律
な
ど
は
躍
動
感

に
満
ち
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
で
の

演
奏

は
七
年
ぶ
り
、

再
演

で
あ
る
。
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
鈴
木
和
子
）

Λ
客
演
者
紹
介
∨

荒
谷
俊
治

（
指
揮
）

九
州
大
法
学
部
と
文
学
部
卒
業
。
在
学
中
よ
り
指
揮
を
石
丸
寛
、
作
曲
を
高
田
三
郎
に

師
事
。

昭
和

４３
年

か
ら
４９
年
ま
で
東
京

フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
常
任
指
揮
者
．

４４
年
文

化
庁
在
外
芸
術
家
研
修
員

に
選
ば
れ
、
故
ジ

ョ
ー
ジ

・
セ
ル
に
師
事
。
そ

の
後

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
の
諸

オ
ー
タ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
て
帰
国
。

４９
年

５
月

に
名
古
屋

フ
ィ
ル

ハ
ー

モ

ニ

ー
の
常
任
指
揮
者

に
就
任
。

４８
年

の
集
団

の
第
十
九
回
定
期
を
指
揮

し
て
以
来
、
　
″
名



フ
ィ
ル
と
邦
楽

の
名
手

た
ち
″
な
ど
で
、
集
団
及
び
集
団

の
ソ
リ

ス
ト
た
ち
と
何
度
か

共
演

し
て
い
る
。
今
年
、
集
団

の
団
友

に
迎
え
ら
れ
た
。

金
谷
良
三

（
テ

ノ
ー
ル
）

京
都
市
出
身
。
東
京
芸
術
大
学
声
楽
科
卒
業
。
東
京
混
声
合
唱
団
の
創
立
に
参
加
し
て

現
在
に
至
る
。

そ
の
間
、
薗
田
誠

一
、
渡
辺
高
之
助
両
氏
に
師
事
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
創
作
オ
ペ

ラ
の
夕

べ
、
藤
原
歌
劇
団
公
演
な
ど
に
参
加
し
、　
ス
ピ

ン
ト
テ
ナ
ー
と

い
う
声
質
上
、

貴
重
な
存
在

で
あ
る
。

オ
ペ
ラ
の
み
な
ら
ず
、

オ
ラ
ト
リ
オ
、

ミ
サ
、

レ
タ
イ

エ
ム
な

ど
の
宗
教
由

に
は
人

一
倍

の
熱
意
を
持
ち
、
高

い
評
価
を
得

て
い
る
。

十
二
月
十
五
日

（月
）
　

一京
都
公
演
　
一原
都
文
化
芸
術
会
館
　
開
演
午
後
七
時

（
一
般

一
五
〇
〇
円
、
学
生

一
二
〇
〇
円
）

十
二
月
十
六
２
二
十

一
日
　
瀬
戸
内
公
演

（
文
化
庁
助
成
）

十
六
日

（
火
）
　

福
山
　
福
山
市
民
会
館

ホ
ー

ル

十
七
日

（
水
）
　

広
島
　
広
島
青
少
年

セ
ン
タ
ー

十
八
日

（
木
）
　

松
山
　
松
山
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル

十
九
日

（
金
）
　

岡
山
　
一二
木
記
念

ホ
！
ル

二
十

一
日

（
日
）
　

一員
松
　
一局
松
農
協
会
館
ホ
ー
ル

開
演
　
高
松

の
み
午
後

一
時
半
、
そ

の
他
は
午
後
六
時
半

入
場
料
　
前
売

一
二
〇
〇
円
　
当
日
売

一
五
〇
〇
円

昭
和
五
十

一
年

一
月

二
十
八
日

（
水
）
　

コ
ン
サ
ー
ト

・
シ
リ
ー
ズ
ヽ
３．
　
室
内
楽
演
奏
会

青

山
タ
ワ
ー

・
ホ
ー
ル
　

開
演
午
後
七
時

　

（
構
成
　
杉
浦
弘
和
）

二
月
十
日

（
火
）
　

第
二
回
新
人
演
奏
会
　
青
山

タ
ワ
ー

・
ホ
ー
ル
　

開
演
午
後
七
時

二
月
十
五
日
？
二
月

二
十
二
日
　
ア

メ
リ
ヵ
公
演

（
六
人

の
メ
ン
パ

ー
に
よ
る
）

四
月

二
十
七
日

（
火
）
　

コ
ン
サ
ー
ト

・
シ
リ
ー
ズ
Ｍ
３２
　
定
期
演
奏
会

都
市

セ
ン
タ
ー

・
ホ
ー
ル
　

開
演
午
後
七
時

五
月
十
二
日

（水
）
　

コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
臨
３３
　
室
内
楽
演
奏
会

青
山
タ
ワ
ー
・
ホ
ー
ル
　

（構
成
　
一二
木
　
稔
）

六
月
二
十
三
日

（水
）
　

コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
Ｍ
３４
　
伝
統
音
楽
演
奏
会
　
等
曲

青
山
タ
ワ
ー
・
ホ
ー
ル
　

（構
成
　
宮
本
幸
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一

松

原
混
声
合
唱
団

・
湘
南
市

民

コ
ー
ル

両
合
唱
団
は
そ
の
活
動
地
域

こ
そ
東
京
、
藤

沢
と
離
れ
て
は
い
る
が
、

と
も

に
関
谷
晋

氏

（
早
大
卒

・
全
日
本
合
唱
連
盟
理
事
）
を
常
任
指
揮
者
と
す
る
ァ

マ
チ

ュ
ア
の
混
声

合
唱
団
で
あ
り
、
互

い
に
姉
妹
団
体
で
も
あ
る
。
毎
年

「
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
場
し
常

に
上
位

の
成
績
を
残

し
、
今
や
ア

マ
チ

ェ
ア
の
合
唱
界
を
代
表
し
、
か

つ

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な

っ
て
い
る
。
演
奏

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
，ハ
ロ
ッ
ク
、
古
典

か
ら
現

代

と
幅
広
く
、
最
近

で
は
合
唱
に
よ
る

ロ
ッ
ク

・
オ
ペ
ラ
等
も
手
掛
け

て
き
た
。
今
夜

は
、

こ
れ
も
関
屋
氏
を
常
任
指
揮
者
と
し
、
今
年

の
東
京
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル

・
大
学

の

部

に
お

い
て
銀
賞
を
得

た
大
東
文
化
大
学
混
声
合
唱
団

の
有
志
も
参
加

し
て
い
る
。

七
月
二
十
日

（火
）
　

コ
ン
サ
ー
ト

・
シ
リ
ー
ズ
恥
３５
　
楽
し
い
邦
楽
演
奏
会

都
市

セ
ン
タ
ー

・
ホ
ー
ル
　

（構
成
　
長
沢
勝
俊
）

九
月

？

十
月
初
旬
　
第
二
回

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演

日
本
音
楽
集
団
で
は
、
演
奏
会
な
ど
催
し
の
お
知
ら
せ
や
、
半
期
四
回
の

コ
ン
サ
ー
ト

を
割
引
値

で
予
約
で
き
る
な
ど

の
特
典
を
も

つ
、
友

の
会
会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま

す
。　
一
九
七
六
年
度
前
期

（
内
容

に

つ
い
て
は

″
今
後

の
予
定
″
参
照
）

の
予
約
を
受

付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
左
記

の
要
領

で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

Ａ
会
員

●
コ
ン
サ
ー
ト

・
シ
リ
ー
ズ
半
期

（
四
公
演
）

の
、
座
席
確
保

●
コ
ン
サ
ー
ト

・
シ
リ
ー
ズ
及
び
そ
れ
以
外

の
特
別
演
奏

会
、

団
員

の
リ
サ
イ
タ
ル
、

そ

の
他

の
企
画

の
ご
案
内

・
集
団
の
レ

コ
ー
ド
、
楽
譜
出
版

の
ご
案
内

・
機
関
紙

（
来
年

よ
り
年

二
回
発
行
予
定
）

の
無
料
配
布

Ｂ
〈琶
興

●
コ
ン
サ
ー
ト

・
シ
リ
ー
ズ
及
び
そ
れ
以
外

の
特
別
演
奏
会
、
団
員

の
リ
サ
イ
タ
ル
、

そ

の
他

の
企
画
の
ご
案
内

・
集
団
の
レ
コ
ー
ド
、
楽
譜
出
版

の
ご
案
内

・
機
関
紙

（
来
年
よ
り
年
二
回
発
行
予
定
）

の
無
料
配
布

ハム
　
費

ｅ
Ａ

会
員
　
半
期

（
四
公
演
）
五
〇
〇
〇
円

　

（
学
生
四
〇
〇
〇
円
）

「



・
Ｂ
会
員
　
五
〇
〇
円

（半
期
）

来
期
新
規
入
会
受
付
中

ｏ
今
期

シ
リ
ー
ズ
中
に
Ａ
会
員
を
申

し
込
ま
れ
た
方

に
は
、
今
期

の
催

し
の
お
知
ら
せ

も

い
た
し
ま
す
。

申

し
込
み
方
法

ｏ
本
演
奏

会
会
場
受
付

に
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
そ
れ
以
外

の
ば
あ

い
に
は
、
住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名
、
電
話
、

お
勤
め
先
を
書

い
た
も

の
を
同
封

の
上
、

所
定

の
金
額

を
集
団
事
務
所
に
現
金
書
留
で
お
送
り
下
さ

い
。

日
本
音
楽
集
団

で
は
、
伝
統
楽
器
に
関

心
の
あ
る
全
て
の
作
曲
者

に
創
作

の
機
会
を
開

放
し
、
毎
春

の
定
期
公
演

で
上
演
す
る
た
め
の
新
作
を
左
記

の
要
領

で
公
募
す

る
こ
と

に
い
た
し
ま

し
た
。
当
集
団

の
演
奏
す

る
範
囲
は
、
独
奏

か
ら
大
き
な
合
奏

に
至
る
ま

で
多
岐

に
わ
た

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
作
品
公
募

で
は
日
本
音
楽
集
団
が
合
奏
す
る
と

き
の

一
番

ス
タ
ン
ダ

ー
ド
な
左
記

の
編
成

に
近

い
も

の
を
望
み
ま
す
。

審
査

は
総
譜
を
提
出
し
て
頂
き
、
譜
面
審
査

に
よ

っ
て
、
最
終
的
に
入
選
作

一
曲
と
佳

作
二
曲
程
度
を
選
び
ま
す
。
な
お
過
去
に
日
本
音
楽
集
団

で
演
奏
さ

せ
て
頂

い
た
作
品

の
作
曲
者

の
方

々
に
審
査
に
加
わ

っ
て
頂
き
ま
す
。

記

・
楽
器
編
成
　
横
笛

（篠
笛

・
能
管

の
い
ず
れ
か
持
替
も
可
）

１
、
尺
八
２
、
　

三

絃

（
細
悼

・
中
悼

・
太
悼

の
い
ず
れ
か
）

１
、
琵
琶

（
筑
前
又
は
薩
摩
）

１
、
筆

（
十
三

絃
又
は
二
十
絃
）
２
、
十
七
絃

１
、
打
楽
器
各
種

（演
奏
者
数
２
）

・
楽
曲
の
形
式
　
自
由

・
演
奏
時
間
　
十
五
分
前
後

・
募
集
締
切

　

一
九
七
五
年
十

二
月
十
五
日

（
日
本
音
楽
集
団
事
務
所
に
提
出
）

・
入
選
発
表

　

一
九
七
六
年

一
月
中
旬

ｏ
入
選
作
の
初
演
　
入
選
作
は
日
本
音
楽
集
団

の
委
嘱
作
品
と
し
て
、　
一
九
七
六
年
四

月
―
六
月

に
行
わ
れ
る
日
本
音
楽
集
団

の
春

の
定
期
演
奏
会

で
初
演

し
ま
す
。

ま
た
佳

作
に

つ
い
て
も

で
き
る
限
り
上
演
機
会
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

・
賞
金
　
入
選
作
　
一
一十
万
円
、
佳
作
　
各
五
万
円

ｏ
入
選
作
の
権
利
　
日
本
音
楽
集
団
が
初
演
権
を
持

つ
以
外
、

全
て
の
権
利
は
作
曲
者

に
帰
属
し
ま
す
。

・
審
査
　
審
査

に
は
次

の
方

々
と
、

日
本
音
楽
集
団

で
あ
た
り
ま
す
。

０
清
瀬
保

二
　
伊
福
部
昭
　
傘
柴
田
南
雄
　
傘
広
瀬
量
平
　
安
達
元
彦

（
０
印

は
今
回
の
審
査
員
）

日
本
音
楽
集
団
連
名

Λ
団
員
Ｖ

望
月
　
太
八

（
能
管

・
篠
笛

・
竜
笛
）

鯉
沼
　
広
行

（
能
管

・
篠
笛
）

宮
田
耕
八
朗

（
尺
八

・
竜
笛

・
篠
笛
）

坂
田
　
誠
山

（
尺
八
）

三
橋
　
保
源

（
尺
八
）

福
田
　
輝
久

（
尺
八
）

杉
浦
　
弘
和

（
三
絃
）

野
口
美
恵
子

（
三
絃
）

山
田
美
喜
子

（
筑
前
琵
琶
）

半

田
　
綾
子

（薩
摩
琵
琶
）

田
原
　
順
子

（
筑
前
琵
琶
）

坂
井

と
し
子

（等

・
三
絃
）

自
根
き
ぬ
子

（筆
）
在
米
中

野
坂
　
恵
子

（
等

・
二
十
絃
筆
）

砂
崎
　
知
子

（筆

・
三
絃
）

吉
村
　
七
重

（
等

・
二
十
絃
筆
）

池
上
　
早
苗

（等

・
二
十
絃
筆

・
十
七
絃
）

花
房

は
る
え

（
等
）

宮
本
　
幸
子

（十
七
絃
）

尾
崎
　
太

一

（
打
楽
器
）

堅
田
　
啓
輝

（
打
楽
器
）

高
橋
　
明
邦

（
打
楽
器
）

藤
舎
　
成
敏

（
打
楽
器
）

田
村
　
拓
男

（
指
揮

・
打
楽
器
）

長
沢
　
勝
俊

（
代
表

・
作
曲

・
文
芸
）

三
木
　
　
稔

（
音
楽
監
督

・
作
曲

・
文
芸
）

霜
島
　
素
子

（
文
芸
）

∧
研
究
団
員
Ｖ

田
嶋
　
直
士

（
尺
八
）

藤
崎
　
重
康

（
尺
八
）

太
田
　
幸
子

（
三
絃
）

小
室
　
圭
子

（
筆
）

中
西
　
仁
子

（
筆

ｏ
十
七
絃
）

飯
吉
　
圭
子

（
挙

・
三
絃
）

倉
持
　
和
枝

（
竿
）

畦
地
　
慶
司

稲

田
　
　
康

河
合
　
尚
市

楠
　
　
知
子

鈴
木
　
和
子

並
木
　
鈴
好

∧
事
務
局
Ｖ

清
水
　
義
矩

奈
良
　
義
寛

（胡
弓

ほ
か
）

（
指
揮
）

（
指
揮
）

（作
曲

・
文
芸
）

（
文
芸
）

（
文
芸
）

・
牧
山
伊
津
枝

。
本
図
　
光
子



日本音楽集団の レコー ド

現在発売中のもの

レコー ● タイ トル 定

4,400

(yen)

日本の楽器入門

2,200

2,2070年と尺八

野坂恵子古典等

2,000

2,000

ための

シャコンヌ

3,000

萌春 /長沢勝後作品集

日本音楽集団 他
ナレイション :

立川澄登

RCAビ クター

第一面 筆のなかま

第二面 尺八  ″

第二面 三味線 ″

第四面 人鼓  ″

三木 稔
台詞 :秋浜悟史
話し:伊藤惣一

作 構成 演奏 :

野坂 宮田 杉浦
清水 川崎祥悦

日本音楽集団

a+1a ^€7 ELS 
“

42～ 3

日本ビクター

CLS 5199

CLS 5211

シャコンス

鶴の巣籠 り

春の曲,春の宴

指揮 :日 村拓男
独奏 :宮田,半 田他

古代舞由による
パラフレーズ

凸

東京ブリステン

指揮 :秋山和慶
独奏 :横山,宮田

野坂,坂丼,宮本

E+:1a r^ t7

日本音楽集団
指揮 :田 村拓男
独奏 :宮田 他

RCAビ クター

※レコード店で「 記レコードが人手J難 をとき 日本音楽集団事務所に、 t● 問い合せ下さい。

過去に出たレコード (こ れらのレコードは集団事務所にお問い合せ下さい
)

,a F . 
' 

1 | L 収 録 lH 名 1作曲者, レコード会社名

現代日本の音楽 く3〉 古代舞mlに よるパラフレーズ (三ホ 稔)他 日本 コロム ビア 1969

■本■楽集団による三木稔の音楽 序の曲 天女1 はばたきの歌  くるだんど等10曲       1 日本コロムビア
〈1970午芸術祭大賞受賞〉

1970

響/● 1楽器による現代日本の音楽 組曲「人形風土記J(長 rPN購 俊) しらがみ第2(入ヽ義夫)他 RCAビ クター 1971～ 3

日本美の響/日 本旋律集 1-3集 日本民謡 わらべ唄 菫謡等(編山 :長 沢勝俊他 ) 日本コロムビア 1971

日本音楽集団による日本の民謡 小譜馬子嗅 I_ 14山 (編 山 :小  寛興 , キング

佐保の曲 竜日の曲/野坂恵子リサイタル lu r呆 の出 竜
"]の

山 |二木 稔

' 
六I,の 調べ みだれ 他 日本ビクター 1972

阿波の子タヌキ諄 阿波の子クヌキ謂
`三

木 稔■ 子llの 四李 1長沢勝俊,他 日本 コロムビア 1973

日本音楽集団推薦 琴 0 絃 専 門

蓉 先 生わ 来帯着

中 島 隆
〒156 東京都 世田谷区 赤堤 2-25-7

電 話 東京03(328)2802
も責渉t045(363) 5  4  4  8



後
記

―
―

企
画
者
よ
り

本
日
も
沢
山

の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
夜

の
プ

ロ
グ
ラ

ム
は
い
か
が

で
し
た
か
？

私
見

で
恐
縮
で
す
が
、
集
団

の
本
来

の
道

（
特

に
定
期
演
奏
会
で
）

は
合
奏
だ
と
思

っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
頂
け

て
、
な
お
最
近

の
演
奏
会

に
上
演

し
な

い
プ

ロ

を
組
ん
で
み
ま
し
た
。
今
夜
を
も
ち
ま
し
て
定
藤

κ
η

プ

ロ
デ

ュ
‐
サ
‐
制

を

一
応

や

め
て
委
員
会
が
企
画
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ

の
殿
を
受
け
承
り
ま
し
た
が
、
ち

ょ

っ

び
り
責
任

を
感

じ
て
お
り
ま
し
た
。

ヽ
そ
合
秦
と

い
う
も

の
は
大
変
難

し
く
自
分

一
人
が
調
子
よ
く

て
も
、

他

の
人
が

ミ
ス

を
出
し
て
沈
滞
し
て
し
ま

っ
た
り
、
自
分
で
は
自
信
満

々
で
舞
台
に
上

っ
た

の
に
、　
つ

ま
ら
ぬ
所

で
う

っ
か
り
し
て
ミ
ス
を
し
た
り
し
て
失
敗
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、

日
本
音
楽
集
団
事
務
局

〒

一
五
〇
　
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
六
―
十
六
―
十
四
　
小
早
川
ビ

ル
ニ
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
四
〇
九
―
五
三
七
四

全
員
が
最
高

の
調
子
で
パ
ー
フ

ェ
ク
ト
に
演
奏
す

る
の
は
な
か
な
か
大
変

で
す
。

幸
い
に
し
て
我
集
団
は
名

（
迷
）
人
の
集
ま
り
で
し
て
プ

ロ
根
性
を
持

っ
た
人
が
多
く

い
ま
す

の
で
、
な
に
げ
な
く
、
な
に
げ
な
―
く

終

っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
反
省
す
る
こ
と
も
多
く
、
譜
面
が
難

し
い
こ
と
も
あ

っ
た
り
し
て
、
舞
台
に

上

っ
た
と
き

の
顔

に
余
裕
が
な

い
の
も
そ

の
う
ち
の

一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
内
輪
話
し

は
此

の
辺
で
。

な
お
、

ソ

ロ
や
二
重
奏
が
少
な
く

て
ご
不
満

の
方
、
来
年
は
筆
曲
室
内
楽

の
オ
ン
パ

レ

ー
ド
で
す
。

叉
、
新

し
い

コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
室
内
楽
演
奏
会
、
定
期
演
奏

会
の
他
に
、
楽
し
い
邦
楽
演
奏
会
、
伝
統
音
楽
演
奏
会
も
あ
り
ま
す
。
乞

！
　
御
期
待
。

（
望
月
太
八
）



和
楽
器
に
よ
る
現
代
音
楽
の
美
を
追
求
す
る

現
代
邦
楽
ラ
く
フ
フ
リ
ー

●
三
木
　
稔

●
三
本

稔

「権は〔̈
はわ̈
増̈ネット｝‐‐‐‐‐‐‐『

⑫
間
宮
芳
生

麒〔̈
一“̈
″̈
］一‐‐日鵜一警｝‐‐‐‐『

０
山
本
邦
山

尺
八
作
品
集

０
佐
藤
敏
直

デ
ィ
ヴ

ェ
ル

①
石
桁
真
礼
生

年
の
た
め
の

日
本
楽
器
の

Ｏ
篠
原
　
真

李
の
た
め
の

四
群
の
た
め
の
形
象

Ｌ
文
様
／
２
居
機
／
＆
曲
／
４
捕

¥300   ¥500

０
三
木

稔

挙
　
諄
詩
・

０
諸
井
　
誠

二
本
の
尺
・ム
の
た
め
の

０
助
川
敏
弥

邦
楽
器
の
た
め

０
間
宮
芳
生

ア
イ

０
広
瀬
量
平

け梓「に螂̈
数は̈
」いの｝

０
清
瀬
保
ニ

四つい̈
勢̈
”̈
議̈睾
｝

０
小
山
清
茂

『審齢̈
晟̈
珈̈奎幸］第二番一

０
長
沢
勝
俊

尺
八

・
挙
に

Ｏ
長
沢
勝
俊

等
四
重
奏
曲

０
清
瀬
保
ニ

尺
入
と
争
五
重
奏
曲

噸』［四重奏曲｝

⑩
湯
山
　
昭

〓
面
の
事
に
よ
る
カ
プ
リ
ー
ス

¥500 ¥500¥650¥400  ¥500

¥700

+650 Y300 Y3bO

¥500 ¥850¥1000

①

三
木
　
稔

二
十
絃
等
の
た
め
の
二
つ
の
作
品

天
如

・
佐
保
の
曲

・
竜
田
の

た
ゆ
た

い

等
と
尺
八

●
長
沢
勝
俊
―
―
作
由

・
編
曲

楽
し
い
練
習
曲
集

●
山
本
邦
山
―
―

編

尺
八
民
謡
曲
集

菊
倍
判
／
六
四
買
／
八
五
〇
円

●
山
本
邦
山
―
―
著

五
線
譜
に
よ
る

尺
八
教
則
本

全
音
判
／

一
三
六
頁
／

一
〇
〇
〇
円

躇
籍
全
音
楽
譜
出
版
社

東
京
都
新
宿
区
東
五
軒
町
二
五
　
０
一
六
二

電
話
―
，人
〇
三
Ｙ
〓
ハ
九
１
０

一
二
一
（代
）


